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５
月
20
日
㈫
ザ
マ
ー
ク
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
第
14
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
6
年
度
収
支
決
算
承
認
に
関

　
　
　
　
　
　

す
る
件

第
2
号
議
案　

役
員
選
任
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、
異
議
な
く
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
出
席
議
決
権
行
使
者
80
名
、
委
任

状
１
２
３
９
名
）

代
表
理
事
等
の
決
定

　

総
会
後
、
同
会
場
で
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、

池
田
一
義
氏
が
令
和
７
・
８
年
度
の
代
表
理
事
（
会

長
）
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

〈
会
長
〉

池　

田　
　

一　

義

〈
副
会
長
〉

小
谷
野　
　

堅
太
郎

秋　

本　
　

清　

一

鈴　

木　
　

久　

雄

山　

﨑　
　

政　

次

志　

村　
　

宜　

洋

〈
専
務
理
事
〉

恒　

久　
　

恭　

彦

〈
常
任
理
事
〉

星　

野　
　

晃　

輝

細　

渕　
　

俊　

夫

村　

瀬　
　

邦　

夫

小
久
保　
　

岳　

彦

島　

田　
　

雄　

一

新　

井　
　

清　

孝

森　

嶋　
　
　
　

修

近　

藤　
　

雅　

透

小　

川　
　
　
　

晃

積　

田　
　

鉄　

也

中　

村　
　

国　

雄

早　

坂　
　

直　

喜

石　

井　
　

貴　

朗

星　

野　
　

淳　

一

宇　

野　
　

三　

花

第第
1414
回
定
時
総
会
の
開
催

回
定
時
総
会
の
開
催

役
員
改
選
に
関
す
る
件

役
員
改
選
に
関
す
る
件

令
和
７
年
・
８
年
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た  　
　
　
　
　
　

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〈
理
事
〉

天　

沼　
　

誠　

人

荒　

蒔　
　

良　

和

安　

藤　
　

明　

子

飯　

島　
　

裕　

輝

飯　

田　
　

孝　

司

井　

川　
　
　
　

潤

池　

田　
　

知　

弘

井　

出　
　

龍　

治

遠　

藤　
　
　
　

寛

大　

貫　
　
　
　

充

岡　

崎　
　

和　

彦

岡　

田　
　

康　

右

北　
　
　
　

清
太
郎

小　

西　
　

元　

治

小　

山　
　

陽
一
郎

斉　

藤　
　

忠　

治

佐　

野　
　

尚　

子

塩　

川　
　

和　

彦

白　

川　
　

裕　

司

新　

藤　
　

友　

啓

杉　

田　
　

将　

大

杉　

本　
　

浩　

一

住　

吉　
　
　
　

望

高　

上　
　

尚　

樹

田　

中　
　

勇　

一

千　

葉　
　
　
　

顕

土　

屋　
　

明　

芳

徳　

永　
　

正　

裕

富　

岡　
　

大　

輔

鳥　

井　
　

義　

兼

中　

村　
　
　
　

憩

中　

村　
　

達　

一

那　

須　
　

輝　

一

西　

巻　
　

武　

志

橋　

本　
　

達　

也

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

㈱
寿
屋

㈲
秋
本
商
店

㈲
ワ
イ
ズ

㈱
ソ
ウ
ケ
ン

㈱
し
む
ら

（
公
社
）
浦
和
法
人
会

㈱
央
浦
印
刷
社

浦
和
商
業
開
発
㈱

㈲
村
瀬
商
事

㈱
小
久
保
園

㈱
昭
和
工
業

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

㈱
森
島
工
務
店

㈱
リ
サ
イ
ク
ル
ア
シ
ス
ト

㈱
和
幸
製
作
所

積
田
冷
熱
工
事
㈱

㈱
東
農
園

東
和
警
備
保
障
㈱

㈲
ハ
イ
フ
ラ
ワ
ー

㈲
新
星
倉
庫

関
東
自
動
車
㈱

総
務
・
広
報
委
員
会
担
当　

浦
和
区
支
部
長

税
制
委
員
会
担
当　

南
区
支
部
長

研
修
委
員
会
担
当　

中
央
区
支
部
長

組
織
委
員
会
担
当　

緑
区
支
部
長

厚
生
委
員
会
担
当　

桜
区
支
部
長

広
報
委
員
長

税
制
委
員
長

厚
生
委
員
長

研
修
委
員
長

組
織
委
員
長

浦
和
区
北
支
部
長

総
務
委
員
長

青
年
部
会
長

女
性
部
会
長

天
沼
陶
業
㈱

（
同
）
ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド

柏
木
建
設
㈱

㈱
高
速
警
備
保
障

㈲
イ
イ
ダ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
ぷ
ら
す

㈲
池
仲
商
事

㈱
ア
シ
ス
ト
不
動
産

㈱
遠
藤
工
務
店

㈱
大
貫
工
務
店

㈱
グ
リ
ー
ン
企
画
社

㈲
オ
カ
ダ
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

シ
ン
建
工
業
㈱

㈱
コ
ニ
シ
ホ
ー
ム

㈱
大
和
不
動
産

㈲
し
ぶ
や

㈲
新
創
企
画

塩
川
設
計
測
量
㈱

白
川
舞
台
機
構
㈱

㈱
藤
榮
商
事

㈱
Ａ–

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

㈲
す
ぎ
も
と
イ
ン
テ
リ
ア

㈱
さ
い
た
ま
奉
仕
会
葬
祭
セ
ン
タ
ー

㈱
ロ
ト
エ
ン
ブ
レ
ム

㈱
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ア
ラ
ー
ム

森
田
運
送
㈱

㈱
東
京
解
体
工
事
工
業
所

㈱
徳
永
設
備
工
業

富
岡
建
設
㈱　

リ
ッ
チ
ョ
ウ
ホ
ー
ム
㈱

㈲
中
村
鉱
油
店

埼
京
開
発
㈱

㈲
柏
屋
楽
器

㈱
マ
キ
ス
タ
ヂ
オ

㈲
橋
本
製
作
所
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感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者

感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

浦
和
区
支
部

浦
和
北
支
部

緑
区
支
部

緑
区
支
部

桜
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

緑
区
支
部

◆
理
事
退
任
感
謝
状

岡　

野　

博　

隆　
　
　

小　

野　

裕　

子

内　

田　

康　

信

森　
　
　

道　

子

新　

井　

正　

夫

三　

富　

タ
ミ
エ

関　

根　

睦　

己

関　

根　
　
　

徹

宇
津
城　

美
奈
子

◆
監
事
退
任
感
謝
状

矢　

作　

富　

隆

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰

【
特
別
表
彰
】 

埼
玉
り
そ
な
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

平　

沼　
　

大
二
郎

藤　

岡　
　
　
　

実

細　

沼　
　

健　

史

松　

岡　
　

貴　

幸

三　

上　
　

博　

史

村　

上　
　

武　

白

本　

澤　
　

和　

久

栁　
　
　
　

寿
美
恵

〈
監
事
〉

河　

合　
　

明　

弘

岡　

野　
　

博　

隆

岩　

城　
　

明　

子

㈱
サ
イ
ホ
ー

藤
岡
防
災
設
備
㈱

細
沼
設
計

㈱
松
岡
電
気
工
業

㈲
博
善
社

㈱
博
愛
社

㈱
マ
ル
モ
ト

㈱
生
き
い
き

さ
い
た
ま
新
都
心
税
理
士
法
人

㈱
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

ブ
ラ
イ
ト
A

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

【
特
別
表
彰
】

令
和
６
年
度
に
５
社
以
上
獲
得

埼
玉
り
そ
な
銀
行

埼
玉
り
そ
な
銀
行

管
轄
外
支
部

管
轄
外
支
部

管
轄
外
支
部

【
優
秀
表
彰
】 

令
和
６
年
度
に
１
社
以
上
獲
得

〔
会
員
・
役
員
〕 

本　

山　

喬　

也

南　
　
　

ま
ゆ
子

小　

川　
　
　

晃

石　

井　

貴　

朗

天　

沼　

誠　

人

福　

田　

和　

子

小　

澤　

和　

廣

星　

野　

淳　

一

冨　

永　
　
　

哲

秋　

本　

清　

一

鎌　

田　

泰　

丈

細　

沼　

健　

史

鈴　

木　

久　

雄

新　

井　

清　

孝

中　

村　
　
　

憩

政　

木　

健　

太

木　

下　

竜　

也

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

埼
玉
り
そ
な
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

５
年
連
続
５
社
以
上
、
又
は
５
年
間
で
15
社
以
上
獲
得

浦
和
中
央
支
店

浦
和
支
店

北
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

青
木
信
用
金
庫

青
木
信
用
金
庫

飯
能
信
用
金
庫

久　

松　

み
ゆ
き

野　

口　

好　

枝

金　

子　

静　

香

和
賀
井　

和　

美

田　

中　

沙　

弥

天　

沼　

珠　

江

黒　

田　

麻　

紀

土　

屋　

樹　

生

農　

上　

陽　

弘

伊　

藤　

智　

紀

酒　

井　
　
　

咲

長　

野　

利　

光

中　

島　

健　

志

㈱
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル　

羽
田　

勇
紀

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

吉
野　

友
次

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

奥
田　

健
二

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

西
本　

尚
史

㈱
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ　

山
本　

雅
敏

㈱
イ
ー
サ
ポ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

古
屋　

知
之

レ
ガ
ー
ロ
㈱　

堀　

亮
太　

彌　

永　

弥　

生

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰

〔
年
間
収
入
保
険
料
対
前
年
比
１
０
０
％
達
成
〕

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

〔
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進
〕

溝　

口　

惠　

子

久　

松　

み
ゆ
き

金　

子　

静　

香

大　

熊　
　
　

薫

浦
和
支
店

北
浦
和
支
店

大
東
支
店

南
浦
和
支
店

与
野
支
店

北
浦
和
支
店

与
野
支
店

木
内　

徳
雄

本
橋　

岳
晴　

山
口　

翔
也

浦
和
区
支
部

浦
和
区
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

緑
区
支
部

緑
区
支
部

南
区
支
部

南
区
支
部

桜
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

管
轄
外
支
部

管
轄
外
支
部

東
京
支
店

県
庁
前
支
店

武
蔵
浦
和
支
店

北
浦
和
西
口
支
店

与
野
支
店

白
鍬
支
店

南
浦
和
支
店

西
堀
支
店

大
間
木
支
店

大
久
保
支
店

戸
田
支
店

浦
和
支
店

南
浦
和
支
店

さ
い
た
ま
中
央
支
店

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
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６
月
10
日
㈫
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
第

12
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦
和
法
人
会
に
以
下
の
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

【
単
位
会
関
係
】

　

森　

嶋　
　
　

修　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　

塩　

川　

和　

彦　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

【
単
位
会
関
係
】

　

小
久
保　
　

岳
彦　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　

島　

田　

雄　

一　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　

中　

村　

国　

雄　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　

池　

田　

知　

弘　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　

大　

貫　
　
　

充　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　

宇
津
城　

美
奈
子　
　
（
浦
和
法
人
会
元
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
６
年
度
表
彰

【
福
利
厚
生
事
業
単
位
会
表
彰
】

◆
令
和
６
年
度
納
税
表
彰
受
彰
者

【
国
税
庁
長
官
表
彰
】

　

池　

田　

一　

義　
　
（
浦
和
法
人
会
会
長
）

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
日
頃
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

さいたま市長　清水勇人 様浦和税務署長　谷田川成揮 様感謝状の贈呈

野　

口　

好　

枝

横　

島　

千　

恵

田　

中　

沙　

弥

肥　

後　

春　

那

〔
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進
〕　

溝　

口　

惠　

子

久　

松　

み
ゆ
き

野　

口　

好　

枝

横　

島　

千　

恵

大　

西　
　
　

遥

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

新　

井　

清　

孝

Ａ
Ｉ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱ 

さ
い
た
ま
支
店　

安　

藤　

善　

朗

㈱
ユ
マ
ニ
テ　

中　

澤　

雅　

紀

土　

屋　

樹　

生

〔
が
ん
保
険
普
及
推
進
〕　

㈱
三
喜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

公開講演会公開講演会

　東京大学大学院医学系研究科 総合放射線腫瘍学講座 
特任教授　中川 恵一氏に「オトナのがん教育」とのテー
マでお話しいただきました。

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　
　

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

Ａ
Ｉ
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

埼
玉
総
合
支
社



URAWA HOJINKAI 4



URAWA HOJINKAI 5

♦丸い地球で環境を考える

丸い
地球で環境を考える

　

地
球
の
内
部
は
、
中
心
か
ら
外
に
向
か
っ
て
「
核コ
ア

」「
マ
ン

ト
ル
」「
地ち
か
く殻
」
の
順
に
層
に
な
っ
て
お
り
、
核
の
温
度
は
お

よ
そ
５
︐０
０
０
～
６
︐０
０
０
℃
と
非
常
に
高
温
で
す
。
こ

の
熱
は
、
地
球
が
で
き
た
と
き
の
残
り
の
熱
と
、
地
球
内
部

に
あ
る
放
射
性
物
質
が
壊
れ
る
と
き
に
出
る
熱
に
よ
っ
て
保

た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
「
地
熱
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
熱
は
地
表
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
温
度
が
下
が
り
ま
す
が
、

地
球
全
体
と
し
て
は
冷
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
と
て
も
遅
く
、
30
億

年
の
間
に
マ
ン
ト
ル
の
温
度
は
わ
ず
か
３
０
０
～
３
５
０
℃

し
か
下
が
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
熱

は
、
火
山
が
多
い
地
域
な
ど
で
特
に
利
用
し
や
す
く
、
地
熱

発
電
や
暖
房
、
温
泉
、
雪
を
溶
か
す
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
９
５
６
年
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
た
頭
脳
流

出
の
第
一
号
、
地
球
化
学
者
の
黒
田
和
夫
博
士
は
、
自
然

界
で
も
原
子
炉
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て

１
９
７
２
年
に
な
る
と
、
西
ア
フ
リ
カ
の
オ
ク
ロ
と
い
う
場

所
で
、
実
際
に
20
億
年
前
に
稼
働
し
て
い
た
「
天
然
原
子
炉
」

の
跡
が
発
見
さ
れ
、
彼
の
予
測
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
天
然
原
子
炉
は
、
数
十
万
年
に
わ
た
っ

て
約
１
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
さ
せ
続
け

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
現

象
を
引
き
起
こ
す
ウ
ラ
ン
２
３
５
と
い
う
物
質
は
、
今
で
は

減
少
し
て
お
り
、
現
代
の
地
表
付
近
で
は
、
も
う
天
然
の
原

子
炉
は
作
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
の
よ
う
な
目
立
つ
熱
源
が
な
く
て
も
、
私
た
ち
は
地

面
に
触
れ
る
と
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
地
中
熱
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
地
面
の
中
に
蓄
え
ら

れ
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
地
下
の
温
度
は
深
く
な
る
ほ
ど

高
く
な
り
ま
す
が
、
地
表
に
近
い
浅
い
場
所
で
は
、
気
候
の

影
響
で
季
節
に
よ
る
変
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
埼
玉
県
川
口
市
で
の
調
査
で
、
地
下
50
ⅿ
よ
り

浅
い
場
所
で
の
温
度
が
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０
年
の

10
年
間
で
０
・
５
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
だ
け
で
な
く
、
地
面
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
っ
た
り
、
地
下
鉄
や
下
水
管
な
ど

か
ら
熱
が
出
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
中
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
家
庭
や
小
さ
な
商
業
施
設
の

冷
暖
房
用
に
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
電

気
や
燃
料
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
熱
を
外
に
出
さ
な
い

た
め
、
都
市
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
」
の
緩
和
に
も

役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
で
は
、
す
で
に
大
宮
警
察
署
や
ウ
エ
ス
タ
川
越

な
ど
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
初

期
の
設
置
費
用
が
高
い
た
め
、
日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
普
及

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、

地
中
の
熱
の
伝
わ
り
や
す
さ
（
熱
伝
導
率
）
を
効
率
よ
く
測

定
す
る
特
許
を
取
得
し
、
導
入
コ
ス
ト
を
半
分
に
抑
え
る
技

術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
や
灯
油
と
比
べ
て
も
、
10
年

程
度
で
元
が
取
れ
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
地
中
熱
の
活
用

が
進
め
ば
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

黒
田
博
士
は
、
米
国
南
部
の
内
陸
で
暮
ら
し
始
め
た
頃
、

魚
が
恋
し
く
て
、
キ
ャ
ッ
ツ
フ
ー
ド
の
ツ
ナ
缶
を
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
醤
油
で
食
べ
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
国
籍
取
得
の
一
助
と
な
っ

た
と
、
ま
こ
と
し
や
か
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
の
と
こ
ろ
、
博
士
が
帰
化
し
た
の
は
１
９
５
５
年
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
が
ア
メ
リ
カ
に
販
売
会
社
を
設
立
し
た
の
は
、
そ

の
２
年
後
の
１
９
５
７
年
で
し
た
。

内に秘められた熱
埼玉県環境科学国際センター・総長

東京大学名誉教授

植 松 　 光 夫

図　
一
例
と
し
て
埼
玉
県
川
口
市
の
観
測
井
で
測
定
し
た
深
さ
方
向
の
温
度
分
布　

    

（
濱
元
︐ 

２
０
２
０
）。

参
考
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和
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社長さん、こんにちは社長さん、こんにちは
人のやらないことをやる
株式会社　アシスト不動産
代表取締役　井出　龍治（いで　りゅうじ）さん

【プロフィール】
【会社】
創業：2004 年（平成 16 年）／所在地：さいたま市桜区神田／概要：不動産仲介（賃貸・売買）、起業・出店支援、
出店融資相談談、飲食店経営、不動産アプリ開発など

【社長】
1978 年（昭和 53 年）12 月16 日生まれ、46 歳。さいたま市桜区出身。勤めていた会社を退職し、25 歳で
飲食の世界に飛び込み独立。現在は不動産や飲食など幅広い事業を手掛ける。

▼
法
人
化
か
ら
一
転
、
ど
ん
底
に

　

不
動
産
関
連
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
、
広
告

部
門
の
担
当
者
と
し
て
接
待
要
員
で
飲
み
歩
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
飲
食
店
経
営
に
興
味

が
あ
り
、「
人
の
や
ら
な
い
こ
と
を
や
る
」
と

い
う
決
意
を
胸
に
、
25
歳
で
脱
サ
ラ
し
て
独
立
。

２
０
０
４
年
、
大
宮
に
約
10
坪
の
店
舗
を
借
り

て
、
焼
鳥
屋
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は

雇
え
る
従
業
員
も
い
な
く
て
、
売
上
も
上
が
ら

ず
苦
し
い
日
々
。
と
に
か
く
必
死
で
し
た
。

 

そ
れ
で
も
２
年
後
、「
株
式
会
社
縁
」
と
し
て

法
人
化
。
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と

思
い
き
や
、
従
業
員
と
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
裁
判
に
負
け
て
、

残
っ
た
の
は
約
３
千
万
円
の
負
債
。
社
員
に
裏

切
ら
れ
、
身
も
心
も
ど
ん
底
の
毎
日
で
し
た
。

▼
運
命
を
変
え
た
一
言

　

自
己
破
産
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
自
分
で
事
業
を
や
り
た
か
っ
た
。

様
々
な
人
た
ち
と
話
を
す
る
中
で
、
会
社
員
時

代
の
経
験
を
活
か
し
、
飲
食
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
仲
間
に
、
不
動
産
賃
貸
に
関
す
る
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方
か
ら
「
面
白
い

か
ら
事
業
化
し
て
み
た
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
と
し
て
は
仲
間
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
い
う
感
覚

だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
有
料
化
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
企
業
に
Ｄ
Ｍ
を
送
り
続
け
た
ら
、
た
ま
た
ま

大
当
た
り
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
依
頼
や
相
談
件
数

が
急
増
。
お
か
げ
さ
ま
で
負
債
を
数
年
で
完
済

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
業
務
は
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
創
業
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
ゆ
う
ち
ょ
財
団
な

ど
で
講
師
を
務
め
、
数
多
く
の
ご
縁
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
経
験
が
ま
さ
か
こ
う

い
っ
た
形
で
返
っ
て
く
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
あ
の
言
葉
を
信
じ
て
立
ち

上
が
っ
た
結
果
で
あ
り
、
い
ま
振
り
返
っ
て
も

本
当
に
感
慨
深
い
で
す
。

▼
苦
難
は
続
く
、
そ
れ
で
も
家
族
の
た
め
に

　

物
件
の
仲
介
契
約
業
務
を
主
に
展
開
す
る

「
ア
シ
ス
ト
不
動
産
」
は
、
傘
下
で
あ
る
「
オ

リ
エ
不
動
産
グ
ル
ー
プ
」
の
代
理
店
33
社
と
連

携
し
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
県
内
３

店
舗
の
居
酒
屋
を
経
営
す
る
「
ホ
ー
ム
ダ
イ
ニ

ン
グ
」、
居
酒
屋
の
元
ス
タ
ッ
フ
が
代
表
を
務

め
、
建
材
な
ど
の
輸
出
入
を
手
掛
け
る
ベ
ト
ナ

ム
の
現
地
法
人
「
Ｄ
Ｈ
Ｌ
」
に
出
資
・
提
携
す

る
な
ど
、
業
務
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
取
組
と
し
て
、
不
動
産
フ
リ
マ

ア
プ
リ
「
ビ
ル
マ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。「
ビ

ル
マ
」
は
、
貸
主
（
売
主
）
と
借
主
（
買
主
）

が
直
接
取
引
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。
こ
ち
ら
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
や
認
知
度
向
上
、
広

告
枠
の
販
売
な
ど
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
苦
難
は
突
然
訪
れ
る
も
の
で
、
数
年

前
に
従
業
員
か
ら
横
領
被
害
に
遭
い
、
約

１
５
０
０
万
円
を
失
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
人
生
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
踏
ん
張
れ
て

い
る
の
は
、
愛
す
る
５
人
の
子
ど
も
た
ち
の
存

在
で
す
。
自
分
が
味
わ
っ
た
つ
ら
い
経
験
は
絶

対
に
さ
せ
た
く
な
い
。
家
族
に
美
味
し
い
ご
飯

を
毎
日
食
べ
さ
せ
て
、
幸
せ
な
人
生
を
送
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
父
親
と
し
て
、
そ
し
て
一
人

の
経
営
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

く
覚
悟
で
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

租
税
教
室
の
イ
ベ
ン
ト
で
小
学
校
を
訪
問
し

て
、
実
際
に
小
学
生
と
会
話
を
す
る
と
、
楽
し

く
学
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
お
金
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
は
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
た

大
人
た
ち
が
、
改
め
て
納
税
の
大
切
さ
を
考
え
、

発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す

URAWA HOJINKAI 6
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明
昌
野
秦

なぞ解きなぞ解き
24

ひ
っ
迫
す
る 

さ
い
た
ま
市
域
の
銃
後

♪　

汽
車 

汽
車 

ポ
ッ
ポ 

ポ
ッ
ポ　

シ
ュ
ポ
シ
ュ
ッ
ポ 

シ
ュ
ポ
ッ
ポ

　
　

兵
隊
さ
ん
を
乗
せ
て　

シ
ュ
ポ
シ
ュ
ッ
ポ 

シ
ュ
ポ
ッ
ポ

　
　

僕
ら
も
手
に
手
に
日
の
丸
の 

旗
を
振
り
振
り
送
り
ま
し
ょ
う

　
　

バ
ン
ザ
イ　

バ
ン
ザ
イ　

バ
ン
ザ
イ

　
　

兵
隊
さ
ん 

兵
隊
さ
ん　

万
々
歳　

♪　

　

こ
の
童
謡
『
兵
隊
さ
ん
の
汽
車
』
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）
発
表
の
兵
士
を
輸
送
す
る
列

車
の
歌
で
あ
る
（
註
１
）。
歌
詞
の
内
容
は
、
御
殿
場
駅
か
ら
兵
士
を
輸
送
す
る
列
車
を
見
て
作
ら

れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
『
紅
白
音
楽
試
合
』

で
歌
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
急
遽 

歌
詞
の
全
面
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
「
僕
ら
を
乗
せ
て
シ
ュ

ポ
シ
ュ
ッ
ポ 

シ
ュ
ポ
ッ
ポ
、・
・
・（
略
）」
と
改
詞
さ
れ
た
歌
は
、『
汽
車
ポ
ッ
ポ
』
と
改
題
さ
れ
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
と
共
に
現
在
へ
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。　

　

今
年
は
昭
和
百
年
。
更
に
、
大
東
亜
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
（
註
２
）
が
終
結
し
て
八
十
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
る
。
ま
た
『
兵
隊
さ
ん
の
汽
車
』
が
作
ら
れ
た
昭
和
十
二
年
は
、盧
溝
橋
事
件
（
日

華
事
変
）
が
勃
発
し
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
年
以
降
、
市
域
の
各
駅
で
は
出
征
兵
士
を
満
載
し
た
列

車
が
通
過
す
る
た
び
に
、
埼
玉
県
の
軍
管
区
か
ら
連
絡
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
町
民
が
ホ
ー
ム
で

待
ち
受
け
、
盛
大
な
壮
行
会
、
兵
士
の
見
送
り
等
が
行
な
わ
れ
た
と
聞
く
。
そ
し
て
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
年
）『
国
家
総
動
員
法
』
が
出
さ
れ
、
翌
十
四
年
に
は
『
米
穀
配
給
統
制
法
』
で
米
穀

の
自
由
な
売
買
が
禁
止
さ
れ
た
。
浦
和
や
与
野
で
開
か
れ
て
い
た
穀
物
取
引
（
市
場
）
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
日
本
は
北
部
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐
。
翌

十
六
年
四
月
、
つ
い
に
南
部
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐
。
こ
の
行
動
に
対
し
ア
メ
リ
カ
・
カ

ナ
ダ
・
オ
ラ
ン
ダ
等
は
通
商
条
約
の
破
棄
、
石
油
輸
出
停
止
、
日
本
資
産
の
凍
結
等
を
実
施
し
た
。

国
内
で
は
食
糧
・
生
活
用
品
等
の
配
給
、
切
符
制
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
市
域
の
工
場
は

軍
需
工
場
へ
と
転
換
し
、京
浜
地
区
・
都
北
部
等
か
ら
新
潟
鐵
工
（
針
ヶ
谷
地
区
）、金
剛
製
作
所
（
鈴

谷
地
区
）、
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
（
円
阿
弥
地
区
）
等
の
工
場
も
進
出
し
て
く
る
。

　

次
に
市
域
の
様
子
を
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。
資
源
の
少
な
か
っ
た
日
本
は
、『
国
家
総
動
員
法
』
で

国
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
や
暮
ら
し
の
環
境
を
す
べ
て
戦
争
へ
向
け
た
。
や
が
て
、
兵
器
や
弾

丸
が
不
足
し
た
た
め
身
の
回
り
に
あ
る
金
属
を
国
へ
出
す
「
金
属
供
出
」
活
動
も
は
じ
ま
っ
た
。
埼

玉
県
で
も
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年) 

一
月
に
各
市
長
名
で
回
覧
板
が
廻
り
、
家
庭
に
あ
る
鍋
・
釜
、

洗
面
台
、
門
扉
等
の
金
属
や
寺
の
仏
具
・
梵
鐘
、
神
社
の
手
摺
・
欄
干
、
祭
祀
道
具
、
学
校
の
塀
の

柵
、
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
等
が
供
出
、
溶
か
さ
れ
て
兵
器
と
な
っ
た
。
五
月
に
は
一
層
の
強
化
策
と

し
て『
金
属
回
収
令
』が
出
さ
れ
た
。
同
十
九
年 

福
田
機
織
工
場
で
は
機
械
類
を
供
出
し
閉
鎖
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
戦
局
が
ひ
っ
迫
し
た
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年)

に
至
る
と
再
度 

金
属
回
収
が

行
わ
れ
、
つ
い
に
調
神
社
門
前
の
金
属
製
兎
像
一
対
（
註
３
）
も
供
出
さ
れ
、
暮
ら
し
の
中
の
金
属

は
硬
貨
に
至
る
ま
で
供
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
家
の
大
木
は
船
舶
用
資
材
と
し
て
供
出
さ
れ
、『
仲

本
小
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
で
は
仲
本
小
学
校
の
木
々
も
燃
料
と
し
て
切
り
倒
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
国

男
が
「
桜
並
木
の
最
も
美
し
き
は
埼
玉
県
与
野
町
な
り
（
略
）
落
花
街
に
満
ち
て
夢
の
国
を
行
く
が

如
く
な
り
き
」（
註
４
）
と
絶
賛
し
た
与
野
本
町
の
桜
並
木
も
燃
料
と
し
て
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、『
国
民
学
校
令
』
で
小
学
校
は
「
国
民
学
校
」
と
改
称
。
児
童
・
生
徒
へ
は
皇
国
の
臣
民
、

天
皇
の
赤せ

き
し子
と
し
て
の
教
育
が
強
化
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年 (

一
九
四
一
年)

頃
、
全
国
森
林
組
合

連
合
会
の
呼
び
か
け
で
、
全
国
の
国
民
学
校
の
児
童
の
多
く
が
ド
ン
グ
リ
を
集
め
る
運
動
に
参
加

し
て
い
る
。
市
域
の
児
童
た
ち
も
ド
ン
グ
リ
を
集
め
る
勤
労
奉
仕
に
積
極
的
に
参
加
し
た
（
註
5
）。

広
報
紙
に
は
、
ド
ン
グ
リ
か
ら
は
①
タ
ン
ニ
ン
と
い
う
成
分
が
と
れ
る
。
そ
れ
を
使
っ
て
兵
器
や
馬

具
な
ど
の
革
を
な
め
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
ド
ン
グ
リ
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代
り
や
薬

品
、
酒
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
利
用
し
終
わ
っ
た
カ
ス
は
家
畜
の
エ
サ
に
で
き
る
と
い
う
考

え
が
啓
発
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
中
の
航
空
用
ガ
ソ
リ
ン
の
代
用
と
し
て
松
根
油
（
松
根
テ
レ

ピ
ン
油
）
が
推
奨
さ
れ
た
。
松
根
油
は
松
の
根
か
ら
直
接 

乾
留
し
つ
く
っ
た
。
当
時
、
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
中
山
道
の
並
木
の
松
は
伐
採
さ
れ
燃
料
と
な
り
、
松
根
は
油
を
と
る
た
め
市
域
の
旧

制
中
学
生
等
に
よ
り
掘
り
お
こ
さ
れ
、国
民
学
校
の
児
童
ら
が
大
八
車
等
で
運
搬
、奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
、
昭
和
十
七
年
頃
か
ら
は
イ
ナ
ゴ
取
・
ヒ
マ
採
集
（
ヒ
マ
シ
油
）・
松
ヤ
ニ
採
集
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♦与野駅で兵士を送る町民

♦福田機織工場の機械類の供出式

♦与野町の防空演習

♦旧制浦和高校の運動会

♦調神社門前の金属製兎像一対

等
の
奉
仕
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
小
学
校
で
豚
、
山
羊
、
鶏
、
兎
等
を
飼
育
し
食
糧

増
産
に
励
ん
で
い
る
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
戦
時
下
の
教
科
書
は
軍
艦
・
戦
闘
機
・
戦
闘
場
面
等
の
教
材
満
載
（
敗
戦
後
は
墨
塗
り

の
指
示
）。
運
動
会
は
軍
事
教
練
を
披
露
す
る
場
へ
転
換
し
て
行
く
。
浦
高
・
浦
高
女
・
与
野
農
商

等
の
中
等
学
校
三
年
以
上
（
現
高
校
生
）
は
、
与
野
の
金
剛
製
作
所
（
車
両
製
造
）、
日
本
ピ
ス
ト

ン
リ
ン
グ
工
場
（
航
空
機
・
戦
車
の
ピ
ス
ト
ン
製
造
）。
浦
和
の
新
潟
鐵
工
（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
・
発
電

機
製
造
）
等
へ
勤
労
動
員
さ
れ
た
。
更
に
、
旧
片
倉
製
糸
場
は
大
宮
航
機
製
作
所
（
航
空
機
部
品
）

と
な
り
、
大
宮
競
馬
場
は
廃
止
さ
れ
中
島
飛
行
機
大
宮
製
作
所
（
陸
軍
航
空
機
）
が
造
ら
れ
た
。
昭

和
十
九
年
、
浦
和
市
埼
玉
会
館
で
は
「
報
国
三
三
三
四
『
浦
和
市
民
号
』」（
艦
上
戦
闘
機
）
他
二
機

の
命
名
式
が
行
わ
れ
献
納
さ
れ
た
。
同
年
、
大
宮
公
園
で
は
「
報
国 『
第
一
埼
玉
大
宮
号
』」
の
献
納

式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
米
国
ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
隊
の
本
土
空
襲
後
か
ら
各
家
庭
、
職
場
、
学
校

等
に
防
空
壕
が
増
設
さ
れ
た
。
形
は
本
格
的
な
地
下
壕
か
ら
蛸
壺
型
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
防
空
演
習
も

強
化
さ
れ
る
。
街
々
で
は
空
襲
に
備
え
「
火ひ

た
た叩
き
・
濡ぬ

れ
筵む
し
ろ」、「
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
に
よ
る
防
空
演
習
、

救
護
訓
練
が
頻
繁
と
な
り
、
灯
火
管
制
も
実
施
さ
れ
て
行
く
。
そ
し
て
、
昭
和
十
九
年
空
襲
の
激
化

で
、
大
都
市
の
国
民
学
校
の
児
童
三
～
六
年
生
ま
で
が
学
童
疎
開
を
行
い
、
市
域
で
も
学
童
の
受
入

を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
夜
半
の
東
京
大
空
襲
は
約
十
万
人
を
越
え
る
死
傷
者
を
出

し
、
焼
失
家
屋
十
七
万
戸
、
罹
災
者
九
十
万
人
と
い
う
悲
惨
な
惨
状
を
呈
し
た
。
大
火
災
は
夜
空
を

一
晩
中 

赤
黒
く
焦
が
し
、市
民
間
で
は
「
大
正
大
震
災
の
如
よ
う
す
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
一
夜
明
け
、

中
山
道
は
「
全
身
ヤ
ケ
ド
を
負
っ
た
人
々
が
、
鉄
道
不
通
の
た
め
、
徒
歩
で
東
京
か
ら
町
内
の
各
医

院
に
た
ど
り
着
き
、
処
置
を
受
け
て
か
ら
、
疲
れ
き
っ
た
足
を
ひ
き
づ
っ
て
ト
ボ
ト
ボ
と
去
っ
て
い

く
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。
後
に
な
り
宮
城（
県
）や
岩
手（
県
）の
遠
方
よ
り
礼
状
を
送
っ
て
き
た
」（
註

６
）
と
い
う
惨
状
を
呈
し
、
旧
中
山
道
岸
町
の
沿
道
の
井
戸
は
関
東
大
震
災
に
引
き
続
き
避
難
民
へ

命
の
水
を
提
供
し「
お
助
け
井
戸
」と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
東
京
大
空
襲
後「
現 

さ
い
た
ま
市
」

へ
逃
れ
た
罹
災
者
は
五
千
名
を
越
え
、
人
々
の
漠
然
と
し
た
不
安
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
行
っ

た
。

（
註
１
）『
兵
隊
さ
ん
の
汽
車
』
は
作
詩
「
富
原
薫
」、
作
曲
「
草
川
信
」。『
紅
白
歌
合
戦
』
の
前
身

で
あ
る
『
紅
白
音
楽
試
合
』
の
た
め
富
原
氏
が
改
詞
・
改
題
。

（
註
２
）
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
政
府
は
「
今
次
の
対
米
英
戦
は
、
支
那
事
変
を
含
め
大
東
亜
戦
争

と
呼
称
す
」
と
し
た
。
敗
戦
後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
軍
国
・

国
家
主
義
的
用
語
を
禁
止
。「
太
平
洋
戦
争
」
へ
書
き
換
え
た
。
現
在
、
大
戦
の
呼
称
は
さ

ま
ざ
ま
あ
る
。

（
註
３
）
江
戸
期
の
石
製
兎
像
一
対
は
「
神
仏
分
離
」
で
玉
蔵
院
保
管
と
な
り
、
そ
の
後
、
昭
和
九

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
27
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が
家
庭

で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い
と
紙

芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎
日
。

昭
和
50
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

年
十
一
月
、
浦
和
町
耕
地
整
理
完
成
記
念
で
金
属
製
兎
像
一
対
が
奉
納
さ
れ
た
。
金
属
供
出

後
は
、
再
度 

玉
蔵
院
保
管
の
石
製
兎
像
が
設
置
さ
れ
た
。

（
註
４
） 

明
治
四
十
四
年
「
並
木
の
話
」
柳
田
国
男
著

（
註
５
） 

敗
戦
後
、
食
糧
難
が
続
き
、
市
内
の
パ
ン
工
房
で
は
残
さ
れ
た
ド
ン
グ
リ
の
粉
か
ら
黒
い
色

を
し
た
パ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
お
腹
は
ふ
く
れ
た
が
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
美
味
し
く
な
か
っ

た
（
仲
本
小
）
と
あ
る
。

（
註
６
） 『
与
野
市
医
師
会
創
立
十
周
年
記
念
誌
』



　

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
脳
は
活
性
化

す
る—

—

。「
注
意
力
や
意
欲
な
ど
が
上
が
る
と
、

生
活
習
慣
を
見
直
し

脳
を
活
性
化
す
る

FILE
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話
題
を
聞
き
解
く

認
知
症
は
改
善
す
る
！

文
＝
阿
久
戸
嘉
彦

﹇
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
﹈
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

正しい理解 認知症をあきらめない

熊谷総合病院もの忘れ外来　日本認知症学会専門医・指導医

平 田 　 容 子  さん

［ひらた・ようこ］東邦大学医学部卒。専門は脳神経外科、認知症。日本脳神経外科学会専門医、
日本認知症学会専門医・指導医ほか。熊谷総合病院脳神経外科もの忘れ外来（非常勤）、東邦
大学医療センター大橋病院脳神経外科もの忘れ外来。

埼玉県警の「岩槻高齢者講習センター」（さいたま市）

　

70
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
免
許

を
更
新
す
る
た
め
の
専
用
施
設
「
岩
槻
高
齢
者

講
習
セ
ン
タ
ー
」
を
、
埼
玉
県
警
が
さ
い
た
ま

市
岩
槻
区
に
開
設
し
て
１
年
が
経
っ
た
。「
受
講

待
ち
期
間
」
の
短
縮
が
全
国
的
に
課
題
と
な
る

中
で
、
高
齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
に
特
化

し
た
全
国
初
の
施
設
と
注
目
さ
れ
た
。

　

70
歳
以
上
は
運
転
免
許
の
更
新
で
、
視
力
検

査
や
自
動
車
の
運
転
指
導
な
ど
の
高
齢
者
講
習

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
75
歳
以
上
で
は
、

さ
ら
に
記
憶
力
や
判
断
力
を
測
定
す
る
認
知
機

能
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
交
通
違
反
が

あ
っ
た
場
合
の
講
習
の
際
に
も
受
検
す
る
よ
う

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

認
知
機
能
検
査
で
不
合
格
に
な
る
と
、
医
師

の
診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
認
知
症
と

診
断
さ
れ
れ
ば
免
許
は
更
新
で
き
な
い
。
た
だ

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
認
知
機
能
検
査

の
合
格
率
は
、
導
入
さ
れ
た
２
０
０
９
年
か
ら

23
年
ま
で
の
平
均
で
97
・
６
％
。
不
合
格
者
が

限
ら
れ
る
状
況
で
、
実
際
に
受
検
し
た
高
齢
者

か
ら
は
「
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
簡
単
な
内
容

だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

車
の
運
転
は
脳
の
様
々
な
力
を
同
時
に
使
う

高
度
な
作
業
。
記
憶
力
の
ほ
か
、
注
意
力
や
判

断
力
、
車
と
人
な
ど
と
の
距
離
を
つ
か
む
視
空

間
認
知
機
能
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
。

　

今
年
、
団
塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以
上
に
な

る
。
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
害
の
人
は
、
推
計

で
１
０
３
５
万
人
を
超
え
、
高
齢
者
の
お
よ
そ

３
・
５
人
に
１
人
は
認
知
症
、
ま
た
は
予
備
群
と

も
い
え
る
状
況
と
い
う
。
認
知
症
を
予
防
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
脳
神
経
外
科
医

で
、
日
本
認
知
症
学
会
専
門
医
・
指
導
医
の
平

田
容
子
医
師
に
聞
き
解
こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

平
田
医
師
は
、
社
会
医
療
法
人
熊
谷
総
合
病

院
（
熊
谷
市
中
西
）
の
「
も
の
忘
れ
外
来
（
認

知
症
外
来
）」
を
担
当
し
て
い
る
。「
免
許
更
新

時
の
認
知
機
能
検
査
で
指
摘
さ
れ
、
受
診
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
が
可
能
に
な
っ
た
。
認

知
症
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
卒
中
な
ど

の
脳
の
病
気
が
原
因
で
認
知
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
状

態
（
症
状
）
を
指
す
。「
た
と
え
原
因
と
な
る
脳

の
病
気
を
治
す
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
認
知
症

と
い
う
症
状
は
改
善
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ

り
ま
す
」
と
言
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
で
き
て
い
た
の
に
、
最
近
お
か

し
い—

—

。
家
族
や
周
囲
の
人
が
「
異
変
」
に

気
づ
き
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

認
知
機
能
の
低
下
は
個
人
差
が
大
き
い
と
し
た

上
で
、
平
田
医
師
は
こ
う
話
す
。「
１
年
以
内
の

変
化
を
目
安
に
す
る
と
い
い
。
異
変
に
気
づ
い

た
ら
病
院
で
検
査
を
受
け
る
な
ど
、
早
め
に
対

応
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
患
者
全
体
の

約
７
割
を
占
め
る
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
原
因

と
さ
れ
る
異
常
タ
ン
パ
ク
質
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー

タ
」
な
ど
は
、
加
齢
と
と
も
に
脳
に
た
ま
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
認
知
症
や
認
知
機
能
の
低
下
を
引
き
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起
こ
す
原
因
は
「
高
齢
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
複

合
的
で
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
か
し
ら

の
き
っ
か
け
が
あ
る
」
と
、
平
田
医
師
は
指
摘

す
る
。
外
出
や
人
と
会
う
機
会
が
減
る
、
気
持

ち
が
ふ
さ
ぎ
込
む
な
ど
、
引
き
金
は
ど
こ
に
で

も
あ
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
。「
楽
し
み
を

持
つ
こ
と
、
日
常
の
こ
ま
ご
ま
し
た
日
課
も
続

け
る
こ
と
が
発
症
を
先
送
り
す
る
コ
ツ
。
お
っ

く
う
負
け
し
、
何
も
し
な
い
時
間
が
増
え
る
と

体
力
の
衰
え
も
加
速
し
て
さ
ら
に
沼
に
は
ま
っ

て
し
ま
う
。
認
知
症
予
防
と
寝
た
き
り
予
防
は

同
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
や
周
囲
の
人

の
励
ま
し
も
力
に
な
り
ま
す
」。



「朝活」重要　おっくうに負けない

もの忘れ外来では、神経画像検査や神経心理検査などを併せて認知症を診断、治療に当たる（熊谷総合病院）

脳と体の健康習慣には「朝の活動が大切」と力を込める

熊谷総合病院は、JR 熊谷駅北口からバスで 5 分ほど
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全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
向
上
す
る
と
い
う

改
善
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
」。
肝
心
要

は
、
朝
の
活
動
だ
。
朝
日
を
浴
び
、
朝
食
を
摂
り
、

散
歩
や
体
操
な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
う
。
刺
激
を
受
け
る

と
「
脳
が
周
り
の
情
報
を
拾
う
」
よ
う
に
な
る
、

と
平
田
医
師
は
言
う
。
ほ
か
に
趣
味
な
ど
の
社

会
活
動
も
大
切
だ
。「
脳
と
体
の
健
康
習
慣
が
身

に
つ
い
て
い
る
人
は
、
認
知
症
を
発
症
し
て
も
、

さ
ほ
ど
深
刻
に
進
行
を
心
配
し
な
く
て
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。

　

平
田
医
師
が
患
者
を
指
導
す
る
た
め
に
使
っ

て
い
る
資
料
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
国
連
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
倣
っ
た
『
健
や
か
な
脳
の
た
め
の
持

続
可
能
な
生
活
目
標
』
に
は
、
８
つ
の
目
標
が

並
ん
で
い
る
。

　

外
出
し
よ
う
／
人
と
交
流
し
よ
う
／
趣
味
を

楽
し
も
う
／
朝
日
を
浴
び
よ
う
／
持
病
を
治
療

し
よ
う
／
定
期
的
な
運
動
を
し
よ
う
／
運
転
卒

業
を
意
識
し
よ
う
／
介
護
認
定
を
活
用
し
よ
う

　

ど
れ
も
日
常
生
活
で
実
践
で
き
る
も
の
ば
か

り
だ
。「
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
筋
肉
が
落
ち
る

よ
う
に
、
家
に
ひ
き
こ
も
っ
て
ば
か
り
い

て
は
脳
の
働
き
が
弱
ま
り
ま
す
。
規
則
正

し
い
生
活
が
人
間
と
し
て
の
機
能
を
整
え
、

脳
の
働
き
を
改
善
し
ま
す
」。

　

で
は
、
認
知
機
能
の
低
下
に
気
づ
い
た

ら
何
科
を
受
診
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
人
が
受
診
を
嫌
が
っ
て
、
家
族
が
判
断

に
悩
む
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
平
田
医
師

は
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
勧
め
る
。

　
「
も
の
忘
れ
外
来
な
ど
の
専
門
医
を
受
診

し
て
も
い
い
で
す
が
、
今
は
、
か
か
り
つ

け
医
が
専
門
医
を
紹
介
す
る
医
療
連
携
が

定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て

専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
治
療
方
針

が
決
ま
っ
た
ら
、
普
段
の
治
療
は
か
か
り

つ
け
医
や
通
院
し
や
す
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

お
願
い
す
る
仕
組
み
で
す
」。

　

認
知
症
の
治
療
は
、
生
活
改
善
で
良
く

な
る
と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
。「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
、
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
」。
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第30回 
埼玉県事業承継・引継ぎ支援センターの支援内容

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
　今回は、埼玉県事業承継・引継ぎ支援センターの支援内容について簡単に説明します。

センターの特徴2
　国の予算で運営しているため、①中立的な立場でアドバイスを実施、②秘密厳守で相談が可能、③相談は無料（士業専門家等を紹
介は可能ですが、ご相談者の自己負担が発生する場合があります）。

具体的な支援内容3
　センターでは、親族承継、役員・従業員承
継、第三者承継（いわゆるＭ＆Ａ）の相談を
行っています。
　具体的な支援内容は下図のとおりです。
　このうち、特徴的な支援について説明し
ます。

①後継者が決まっている場合（親族承継、役
　員従業員承継共通）
　・事業承継計画策定支援：センター予算
　　で3回まで無料で専門家派遣を行いま
　　す。
　・後継者育成プログラム：今年度は7～
　　11月にかけて、彩の国事業承継塾を県
　　と共催しています。

②第三者承継支援
　・ Ｍ＆Ａの支援：後継者不在等の譲渡企業と事業拡大を目指す譲受企業とのマッチング
　・後継者人材バンク：比較的小規模な後継者不在企業と創業希望者とのマッチング
　　（例：生花店・飲食店・ベンションなどの事業の引継ぎ）
　・経営資源の引継ぎ：土地・建物・設備・従業員・ノウハウなど他社にとって活用可能な経営資源の第三者への引継ぎ特に第三者承

継支援では、民間の専門会社や金融機関がM&A支援を行っているため、当センターでは民業補完の観点から、譲渡企業につい
ては、比較的小規模な事業者の支援を行っています（年商で概ね3億円以下が主な譲渡相談企業となっています。譲受企業は規
模に限定はありません）。

　　　また、昨今では、M&Aによる譲渡側の被害等の報道もなされており、M&Aに不安のある事業者からのご相談にも応じています
（M&Aに関する契約書の弁護士確認など）。

センターの活用について4
　繰り返しになりますが、センターは、事業承継の公的な相談窓口で、相談無料、秘密厳守で親族承継、従業員承継、第三者承継（譲
渡・譲受）など事業承継に関する様々な相談に対応致します。皆さまのご利用をお待ちしております。

事業承継・引継ぎ支援センターとは1
　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター（以下、センター）は、端的に言えば、「国の予算で運営している事業承継の公的相談窓口」に
なります。産業競争力強化法に基づいて、埼玉県の場合は、さいたま商工会議所が経済産業省関東経済産業局の委託を受けて運営し
ています。
　センターの事業目的は、「中小企業の円滑な経営資源の承継を通じた地域の活力の維持」であり、後継者不在等による廃業を回避
し、事業及び雇用の維持継続により、地域の経済を維持するための支援となります。センターの支援対象は、埼玉県内の中小企業・小
規模事業者になります。

「在職老齢年金のしくみ」
♦開催日時：令和7年9月10日㈬　14:00～16:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：日本年金機構　浦和年金事務所　お客様相談室担当者
♦定　員：30名

オンラインセミナー「法人税・消費税入門」
♦視聴期間：令和7年8月14日㈭～8月27日㈬
♦講　師：税理士　五島　秀明　氏
♦定　員：50名

オンラインセミナー「決算整理･決算書作成講座」
♦視聴期間：令和7年9月11日㈭～9月24日㈬
♦講　師：税理士　五島　秀明　氏
♦定　員：50名

浦和法人会ホームページ▶

※法人会会員の受講料はすべて「無料」です。
※お申し込み方法等、詳しく
は浦和法人会ホームペー
ジまたは同封のチラシを
ご参照ください。

　青年部会（部会長　星野　淳一）では、管内の小学校（高砂
小学校・美園小学校・谷田小学校）にて６年生児童を対象に租税
教育を実施しました。
　ＤＶＤ（「マリンとヤマト」）上映後、税金クイズを行い、「税金
とは何か」、「なぜ税金が必要なのか」を解説しました。小学校

登録しよう !!　法人会アンケート調査システム

　法人会アンケート調査システムは、会員企業経営者の声を収集するツールとして、
平成２２年に創設されました。
　本システムにより収集された景況感や様々なテーマに基づく意見などのアンケート
結果は、法人会ばかりでなく行政や大学等の外部機関にも注目されるようになり、法人
会の知名度アップにもつながるものと期待されています。
　アンケート結果の信頼性をより高め、回答の偏りをなくすため、浦和法人会では
法人会アンケート調査システムへの新規登録推進を行っております。
　会社のパソコンなどから全法連ホームページにアクセスして、すぐ登録ができます
ので、ぜひこの機会に登録をお願いいたします。
　登録後は２ヶ月に１回程度アンケートが届きますので、ご回答をお願いいたします。
既にご登録しているはずの方も、しばらくアンケートが届いていない場合は、一度登録
情報の確認を行ってください。

ご登録お待ちしております! !
法人会加入の会員企業または個人会員に限ります
会社の代表アドレス等をパソコンで登録してください

各種講座の予定

青年部会の租税教育
に通う費用など自分たちの生活が税金のうえに成り立っている
ことを学び、税金を身近に感じることで社会へ目を向けるきっ
かけとなる授業となりました。
　青年部会では、未来を担う児童たちに、この取り組みを通じ
て税への関心を高め、理解を広げる活動を継続して参ります。

租・税・教・室

青年部会・女性部会　部会員募集中

５/29日㈭　高砂小学校　児童：167名 ５/30日㈮　美園小学校　児童：175名 6/3日㈫　谷田小学校　児童：82名
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「在職老齢年金のしくみ」
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♦定　員：30名

オンラインセミナー「法人税・消費税入門」
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♦講　師：税理士　五島　秀明　氏
♦定　員：50名
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※法人会会員の受講料はすべて「無料」です。
※お申し込み方法等、詳しく
は浦和法人会ホームペー
ジまたは同封のチラシを
ご参照ください。
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県税からのお知らせ

８月は個人事業税第１期分の納期です。
　８月は個人事業税第１期分の納期です。８月初めに納税通知書をお送りしますので、忘れずに納税してください。
　個人事業税は、スマートフォン決済アプリ（りそなグループアプリ、PayPay、au PAY、ｄ払い、楽天ペイ、PayB、
ファミペイなど）から納税通知書の「eL-QR」を読み取って納付することができます。
　また、地方税お支払サイトから、クレジットカードやインターネットバンキングなどの方法での納付や、金融機関・
コンビニエンスストアなどでの納付も可能です。
　なお、自動車税事務所の4支所（大宮、熊谷、所沢、春日部）の窓口では納付はできません。スマートフォン決済ア
プリ、地方税お支払サイトや、コンビニエンスストアでの納付などをご利用ください。
　納税が困難な場合は、お早めに県税事務所へご相談ください。

納税は、安全・便利・確実な口座振替で！
　個人事業税の納税には、口座振替がご利用いただけます。口座振替を利用されますと、納期最終日に金融機関
が自動的に振替納税いたしますので、納期の都度納税に出向く手間も省け、うっかり納税を忘れるといった心配も
ありません。お申込みは、納税通知書に同封されているハガキで簡単に行うことができますので、是非ご利用くだ
さい。
　なお、８月末までにお申込みをされた方は、第２期（１１月が納期）分から口座振替をすることができます。

　個人事業税について詳しくは、お近くの県税事務所又は県税務課（電話０４８・８３０・２６６４）へお問合せいただくか、
県税務課ホームページ「くらしと県税（ＵＲＬ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」
をご覧ください。

新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

シプレド・オール　青柳　光春

株式会社　関東総合サービス　　

コペンハーゲンズデザイン株式会社　

ＳＡＴＩＳＦＩＥＤ　中野　宏

成配 　松本　成史　

株式会社　ノベルスタンダード

合同会社　ＳＡＩ

株式会社　エクラシア

ＫＭＭ株式会社

株式会社　ＫＩＮＧ．Ｇｒｏｕｐ

株式会社　トライアックス

エコカーレンタカー東村山　上田　知邦

株式会社　ＴＦＨ

若林　大翔

株式会社　ヴァルナクリエーション

ＸＰＥＡＫＥＲ株式会社

ＭＡＲＫ　株式会社

株式会社　ＣＨＩＣＵＳＥ

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

桜 　 区

桜 　 区

中 央 区

中 央 区

中 央 区

西 　 区

越 谷 市

貴金属製造小売

空調設備業

WEB制作

建設業・内装工事

配送業

イベント制作事業

訪問介護

介護福祉関連事業

不動産コンサル

建設業

物流倉庫サービス

レンタカー

建設業

パーソナルジム

コンサルティングサービス

WEBマーケティング・広告代理業

サービス業

サービス業

080-2346-9087

048 -749 -1354

090-9961-9462

080-5520-7403

090-6306-0555

048 -612 -3349

048 -627 -2940

050-6861-5201

080-8351-1495

048 -762 -6359

080-9307-4460

048 -864 -2320

090-4824-9625

090-8838-1078

090-9347-5192

080-1143-6209

080-1698-1474

048 -966 -9678



第12回

　　　　　　　　法人会は税のオピニオンリーダーとして公平で健全な税制の実現や税の啓発・租税教育活動を積極的にすすめる約75万社

の経営者の団体です。また、会員の研さんを支援する各種の研修会やボランティアなど地域に密着した活動を展開しています。

税金は毎日の生活の中でどのように役立っているのかということを小学生の

みなさんに知っていただき、理解と関心を深めていただくために実施いたします。

ぜい きん　　  まい にち　　 せい かつ　　 なか　　　　　　　　　　　　  やく  だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう    がく せい

　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　  　　　　　  り  かい　　 かん しん　　 ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じっ し

（例えば、税金で造られている建物・施設、税金で購入され
る物品、税金で行われている仕事など）

募集内容
1.テーマ

2.応募資格

付属の「専用はがき」または「官製はがき」に氏名等の必要事項
および税に関する絵を描いてご応募下さい。なお、官製はがきの場合、
必要事項をはがき表面に記入して下さい。また、描画素材は問いま
せん。文字や標語などの描き入れも可とします。

〔応募先・お問い合わせ先〕
　〒330-0063　さいたま市浦和区高砂3-17-15
　さいたま商工会議所会館7階
　公益社団法人 浦和法人会　☎048-838-7755
　ホームページ：https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

4.応募方法及び応募先

審査結果（入選作品）は当会ホームページまたは広報誌にて発表す
るとともに当会事務局を通じてご本人または学校に通知いたします。
　なお、優秀作品につきましては公益財団法人 全国法人会総連合
（女性部会）が実施するコンクールに出展します。
★浦和税務署長賞　★さいたま市長賞　★浦和法人会長賞
★さいたま市教育長賞　★さいたま市租税教育推進協議会長賞
★関東信越税理士会浦和支部長賞　他　多数
入賞者には表彰状と副賞の贈呈があります。

5.応募締切

小学生が対象です。

税に関する絵

6.審　　査 全ての応募作品を複数の審査員により
公正に審査を行い選定いたします。

7.表彰・発表

⑴応募作品に関する権利は、ご応募と同時に主催者である法人会に帰

属します。
⑵応募作品の返却はいたしませんので、あらかじめご了承ください。
⑶応募作品は法人会ホームページやパンフレット等への掲載、または法
人会が行う事業において展示することがあります。

⑷応募者の個人情報は入選者等への連絡や表彰状の送付、展示など「税
に関する絵はがきコンクール」事業の実施のためにのみ使用します。

⑸応募作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。なお、他の作品を
類似したと認められる作品は、入賞決定後であっても取り消す場合
があります。

〈主催〉　公益社団法人 浦和法人会 女性部会
　　　　公益財団法人 全国法人会総連合

〈後援〉　国税庁 さいたま市 さいたま市教育委員会
　　　　さいたま市租税教育推進協議会　関東信越税理士会浦和支部

8.注意事項

3.応募点数 児童1人につき1点とします。

2025年 10月 31日（金）

2025年夏号　No.259（令和7年7月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

表紙の言葉　「金沢八景の彩（いろどり）」 
「第50回金沢まつり花火大会フォトコンテスト・花火大賞」受賞作

撮影者・文：大竹 晋

撮影地：神奈川県横浜市金沢区・海の公園

　東京湾に面した『海の公園』。目前に八景島シーパラダイス、背後に金

沢流北条氏の金沢文庫が静かに佇んでいます。

　そんな魅力的なロケーションで、競うように漆黒のキャンバスに大輪の

花火が打ち上がり、強烈な閃光と極色彩で、地上の隅々まで染め上げます。

夜空を彩る花火、海に街に響き渡る歓声、そして皆さんの満面の笑み。その

一体感こそ、この時この場所ならではの忘れられない貴重な体験でした。

　金沢八景の豊かな自然と人々の熱気を、ぜひ皆様も、現地を訪れて感じ

てみてください。

女連協　親子タックスツアー
租税教室とグリコピアイースト見学

日　時：2025年８月19日㈫　9:00～17:00予定
募　集：小学校４・５・６年生の児童とその保護者
　　　　先着10組20名
申　込：https://tayori.com/f/taxtours-2025/
　　　　7月1日㈫　10：00開始
　　　　※定員になり次第締切とさせていただきます
行　程：あげお富士住建ホールにて租税教室開催後、グリ

コピアイーストへ移動・見学（集合・解散：ロイヤ  
ルパインズホテル浦和周辺、全行程バスでの移動
となります）

　　　　※詳細は浦和法人会ホームページにて
　　　　　ご確認ください▶
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埼玉支店

〒 330-0846　
埼玉県さいたま市大宮区大門町 3-54  AIG 大宮ビル
TEL.048-641-4050　FAX.048-648-1129
午前 9 時～午後 5 時（土・日・祝日・年末年始を除く）


